
 

-13- 

 

 

 

研究テーマ 

「児童生徒一人一人が主体的に取り組む授業づ

くり・生活づくりを目指して」 

～PDCAサイクルによる授業改善を通して～ 

（３年次研究２年目） 

１ 全体研究 

（１）主題設定の理由 

学習指導要領が改訂され、「主体的・対話

的・深い学びの実現」が重要視されている。 

   児童生徒が主体的に取り組む授業づくり・

生活づくりに、系統性・発展性をもって取り

組むことで、児童生徒が小学部から高等部ま

で主体的に活動し、達成感や充実感を感じる

経験を積み重ねたことにより、それが、将来

の、自立し、豊かな充実した生活につながる

と考え、本テーマを設定した。 

（２）研究の目的 

   児童生徒の主体的に取り組む姿の実現に向

けて、PDCAサイクルによる授業改善・支援の

充実を図り、児童生徒一人一人が主体的に活

動に取り組む授業づくり・生活づくりを目指

す。 

（３）研究の内容 

① 学部毎に「主体的に取り組む姿」を押さ

え、それを促す指導内容・指導計画を検

討・立案する。（２・３年次） 

② 授業実践をとおして「主体的に取り組む

姿」を目指した授業改善（２・３年次） 

（４）今年度の実践 

  【全校研究】  

① 校内研究方向性の確認 

   ②全校授業研究会の実施（３回） 

   ・第１回： 小学部低学団 生活単元学習 

   ・第２回： 高等部 選択教科美術 

助言 学校教育課 主任指導主事  

藤原 淳一 氏  

   ・第３回： 小学部低学団 遊びの指導 

         中学部    体育 

    ※開かれた授業研究会との併催 

   ③２年次の研究のまとめ 

 

   

 

  

【学部・寄宿舎研究】 

① 小学部 

学部研究テーマに基づいて 2 年次を進め

てきた。年間指導計画を見直し、「授業改善

シート」の改善・作成及び評価について話し

合い、大きな PDCA サイクルと小さな PDCA サ

イクルを組み合わせることにより、児童が意

欲的・主体的に活動できるよう授業づくりに

取り組んだ。 

② 中学部 

「Action シート」を見直したり、記入さ

れた生徒の様子から主体性を表すキーワー

ドをリストアップしたりと、主体性を引き

出す授業づくりに取り組んだ。シートを細

かく記入することで、授業の様子や教師の

手立て、それに伴う生徒の変化を確認する

ことができ、授業作りにおける一つのツー

ルとして活用できた。 

③ 高等部 

    選択教科を実践の場として設定し、授業

改善のツールの一つとして、「自ら学ぶ」「自

ら取り組むことができる」キーワードを基

に、授業改善シートを作成した。８月から

シートの活用を始め、教科担当内の情報共

有を図りながら、テーマ達成を目指した授

業改善を行った。 

④ 寄宿舎 

PDCA サイクル表とリンクした行動記録

を用い、支援の観点を統一し明確化するこ

とにより、舎室担当および棟全体で児童生

徒の課題や目標を共有し、月に一度、生徒

の様子について各棟で話し合い、寄宿舎全

体で確認しながら、より効果的な支援方法

を導き出す取り組みを行った 

２ 高教研講演会 

演題：「新学習指導要領を踏まえた授業作り 

～PDCAサイクルによる授業改善を通

して～」 

講 師：東北福祉大学 教授 大西 孝志 氏 

期 日：令和元年８月２日(金) 

参加者：74名 

３ 刊行物 研究集録は刊行しておりません。 
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